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対策延長起終点路線名

４．１km
おい わけ ちょう ゆう ばり

追分町IC～夕張IC
どう とう

道東自動車道

７．９km
よこ て きた おおまがり

横手北スマートIC～大曲IC
あきた

秋田自動車道

５．５km
やまもとみなみ やま もと

山元南スマートIC～山元IC
じょう ばん

常磐自動車道

８．７km
にし あい づ つ がわ

西会津IC～津川IC
ばん えつ

磐越自動車道

４．３km
ひ だ きよみ しら かわ ごう

飛驒清見IC～白川郷IC
とう かい ほく りく

東海北陸自動車道

３．０km
まつえ たまつくり しんじ

松江玉造IC～宍道JCT
さんいん

山陰自動車道

４．８km
み ま よし の がわ

美馬IC～吉野川SAスマートIC
とくしま

徳島自動車道

５．３km
い よ う ち こ い か ざき

伊予IC～内子五十崎IC
まつやま

松山自動車道

１．２km
とよ つ つい き

みやこ豊津IC～築城IC
ひがしきゅうしゅう しいだ

東九州自動車道（椎田道路）

７．１km
すえ よし たからべ こく ぶ

末吉財部IC～国分IC
ひがしきゅうしゅう

東九州自動車道

４．６km
たけ お みなみ は さ み あり た

武雄南IC～波佐見有田IC
にしきゅうしゅう たけ お さ せ ぼ

西九州自動車道（武雄佐世保道路）

４車線化の個別箇所一覧（事業化）
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274

38

274

追分町

夕張

占冠

道東自動車道
（追分町IC～夕張IC）

北海道

237

千歳恵庭JCT 千歳東IC 追分町IC 夕張IC むかわ穂別IC 占冠IC トマムIC 十勝清水IC

北海道

道東自動車道E38
むかわ穂別

(延長：123.7km、うち対面通行区間 86.9km)

橋梁
トンネル

道東自動車道 千歳恵庭JCT～十勝清水IC
ど う と う ち と せ え に わ と か ち し み ず

道東自動車道（追分町～夕張）

延 長 ： 20.2km

Ｒ４交通量 ： 約6,200台/日

死傷事故件数 ： 3件

死傷事故率 ： 1.81件/億台km
＜H30-R4＞

＜H30-R4＞

優先整備区間

事業費：約250億円
＜IC間事業費：約700億円＞

：トンネル

：橋

【凡例：Ｈ30～Ｒ4】
：死傷事故

：上記以外の事故

≪道路構造と渋滞発生箇所≫

平面線形 R＝1500

R＝1400

R＝1000

R＝2000

R＝2000

R＝∞
R＝1200

R＝900

R＝∞
R＝1000

R＝700

R＝2200

R＝700

R＝1000

R＝600

R＝700

高低差100ｍ
縦断勾配

下り線

上り線 由仁PA追分町IC 夕張IC1件
10件

４車線化箇所
延長：4.1㎞

1件

千歳東

トマム

十勝清水

千歳恵庭JCT

R2.3事業化19.9km

H31.3事業化9.5km
内3.1kmは

R1.9.19に完成済

≪事故状況≫ R4.3事業化
4.7km

R3.3事業化
3.2km

事故集中箇所

【凡例】
事業化箇所
４車線箇所
４車線化（事業中）
主な事故集中箇所

1件

1件

2

ど う と う ゆ う ば りおいわけちょう

道東自動車道（追分町～夕張） ＜事故防止＞

R4.3
事業化
1.2km



至

秋
田

横手北スマート

岩手県秋田県
横手

湯田

北上西

北上JCT

E13

13

107

E4

優先整備区間
秋田自動車道 北上JCT～大曲IC
あ き た き た か み お お ま が り

(延長：71.5km、うち対面通行区間 41.6km)

大曲IC
横手北スマートIC 横手IC

湯田IC

北上西IC 北上JCT

東
北
自
動
車
道

橋梁
トンネル

秋田自動車道（横手北スマート～大曲）
あ き た よ こ て き た お お ま が り

４車線化箇所
延長：3.4㎞

４車線化箇所
延長：4.5㎞

事業費：約360億円

：上記以外の事故

：死傷事故

：トンネル

：橋

【凡例：H30～R4】

大曲

R2.3事業化 7.7km H31.3事業化 7.7km R3.3事業化 19.5km

≪道路構造と事故発生箇所≫

平面線形

縦断勾配

大曲IC

R＝1200

R＝1800

R＝∞ R＝1200

R＝2500

R＝15000

R＝2000

R＝800

R＝1000

R＝800

R＝1000

R＝∞
R＝2500

上り線

下り線 横手北
スマートIC

秋田自動車道（横手北スマート～大曲）

延 長 ： 14.4km

Ｒ４交通量 ： 約6,500台/日

死傷事故件数 ： 5件
＜H30-R4＞

死傷事故率 ： 2.41件/億台km
＜H30-R4＞

E46

≪事故状況≫

【凡例】
事業化箇所
４車線箇所
４車線化（事業中）
主な事故集中箇所

4件

11件

事故集中箇所

1件

1件

5件

4件

事故集中箇所

1件

7件

事故集中箇所

1件

1件

＜事故防止＞

3

秋田自動車道
（横手北スマートIC～大曲IC）

秋田県

岩手県

青森県

山形県
宮城県



事業費：約210億円

E6

288

E49

399

349

E13

E49

49

349

6
459

114 399

115

4

113 6

4

仙台空港
岩沼
亘理

山元

新地

相馬

南相馬

浪江

常磐富岡

広野

いわき四倉

いわき中央

いわきJCT

山元南スマート

南相馬鹿島スマート

ならはスマート

鳥の海スマート

大熊

浪江IC

南相馬IC

南相馬鹿島
スマートIC

相馬IC

新地IC

山元南
スマートIC

山元IC

４車線化箇所
延長：5.5㎞

宮城県

福島県

橋梁
トンネル

優先整備区間

常磐自動車道

浪江IC～山元IC

じ ょ う ば ん

な み え や ま も と

(延長：56.1km、
うち対面通行区間 34.2km)

R=5000

R=2250

R＝3000 R＝3300
R=∞

平面線形

縦断勾配

：上記以外の事故

：死傷事故

：トンネル

：橋

【凡例：H30～R4】

R2.3事業化
1.9km

R3.3事業化
6.0km

R3.2.27供用
2.3km

R3.2.27供用
2.8km

R2.3.7供用
1.9km

常磐自動車道（山元南ｽﾏｰﾄ～山元）

延 長 ： 8.3km

Ｒ４交通量 ： 約12,100台/日

死傷事故件数 ： 6件
＜H30-R4＞

死傷事故率 ： 2.60件/億台km
＜H30-R4＞

≪道路構造と事故発生箇所≫

下り線

上り線
山元IC山元南

スマートIC

4件

宮城県
山形県

秋田県 岩手県

福島県

常磐自動車道
（山元南ｽﾏｰﾄIC～山元IC）

１件

3件

事故集中箇所

≪事故状況≫

【凡例】
事業化箇所
４車線箇所
４車線化（事業中）
主な事故集中箇所

E6

常磐双葉

１件１件

１件

１件１件

じょうばん や ま も と み なみ や ま も と

常磐自動車道（山元南スマート～山元） ＜事故防止＞
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ば ん え つ つ が わ

新津西スマート

新津
安田 津川

西会津

E49

49

459

49

401

会津坂下
新潟中央JCT

新潟中央

E8 福島県

優先整備区間

磐越自動車道 会津若松IC～安田IC
ば ん え つ あ い づ わ か ま つ や す だ

(延長：71.4km、 うち対面通行区間 41.8km)

49
49

新潟県

三川IC

津川IC
西会津IC 会津坂下IC 新鶴スマートIC 会津若松IC

磐越自動車道

安田IC

事業費：約660億円

に し あ い づ

E49

磐越自動車道（西会津～津川）
磐越自動車道
（西会津IC～津川IC）

福島県

新潟県

山形県 宮城県

R2.3事業化8.8km

H31.3事業化5.1km R2.3事業化7.1kmR3.3事業化3.2km

三川

会津若松

新鶴スマート

磐越自動車道（西会津～津川）

延 長 ： 22.4km

Ｒ４交通量 ： 約5,300台/日

積雪期の立ち往生実績

・国道49号 発生日：H22.1.13（約11時間）

国道49号 約4.0km区間
約140台の車が立ち往生

H22.1.13発生

４車線化箇所
延長：8.7㎞

R49事前通行規制区間
（連続雨量が150㎜に達した場合）

R3.3事業化1.7km

橋梁

トンネル

≪並行現道での立ち往生状況≫

【凡例】
事業化箇所
４車線箇所
４車線化（事業中）
事前通行規制がある並行現道
事前通行規制範囲
並行現道立ち往生発生箇所

49

＜ＮＷの代替性確保＞
（並行現道課題）
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白川郷ＩＣ

飛騨ＴＮ 大牧ＴＮ

飛騨白川ＰＡ

飛騨白川ＰＡ

付加車線

付加車線

飛騨清見ＩＣ

二本木ＴＮ 池本ＴＮ

ミボロＴＮ

東俣ＴＮ 江黒ＴＮ いら谷ＴＮ 保ＴＮ

飛騨河合ＰＡスマートＩＣ

飛騨河合ＰＡ

飛騨ＴＮ

E41

飛驒河合ＰＡ

城端ＳＡ・スマート

N

富山県

岐阜県

東海北陸自動車道（飛驒清見～白川郷）
と う か い ほ く り く ひ だ き よ み

事業費：約300億円
＜IC間事業費：約2,420億円＞

東海北陸自動車道（飛驒清見～白川郷）

延 長 ： 24.9km

R４交通量 ： 約7,100台/日

死傷事故件数 ： 2件/年

優先整備区間

東海北陸自動車道

飛驒清見IC～南砺スマートIC
（延長：64.1km、うち対面通行区間区間47.1km）

ひ だ き よ み な ん と

と う か い ほ く り く

【凡例】

事業化箇所

準備調査候補箇所

４車線箇所

４車線化（事業中）

主な事故集中箇所

岐阜県

東海北陸自動車道
（飛驒清見IC～白川郷IC）

し ら か わ ご う

飛驒清見

↘ 1.8％

↘ 1％

↘ 2％ ↗ 0.3％ ↘ 2％ ↗ 0.3％ ↘ 2％ ↘ 1％ ↘ 2％

118 119 120 121 122 123 124 125 126 127 128 129 130 131 132 133 134 135 136 137 138

R=2500
R=2500

R=2195 R=2195
R=2200

R=1000

R=1030
R=∞

R=1400

R=1400

R=1000
R=2000

R=1030

R=1150
R=∞ R=9970 R=∞ R=3200 R=∞

↗ 2.9％ ↗ 2.9％

↗ 2.9％

↗ 2.9％

↗ 2.9％

↘ 1.1％

138 139 140 141 142 143

R=1500

R=1100

R=800

↘2％↘1％↘2％ ↘2％↘1.8％

↘1％

↘2％ ↗0.3％

↗0.3％
↗2.9％

↗2.9％ ↘1.1％

R=800

R=1100

R=1500
R=∞

R=3200

R=∞

R=9970

R=∞

R=1150

R=1030

R=2000
R=1000

R=1400

R=1400

R=∞

R=1030

R=1000

R=2200

R=2195

R=2500

＜事故防止＞

下→

上←

大牧TN

飛騨河合PA

【凡例】

橋

トンネル

死傷事故

死傷事故以外

白川郷IC飛驒清見IC

トンネル
橋梁

127 128119 120 121 122 123 124 125 126118 129 130 131

＜H30-R4＞

2件

9件
1件

平
面
線
形

縦
断
線
形

構
造
図

≪道路構造≫

6

白川郷IC

飛驒河合ＰＡ

４車線化箇所
延長：4.3km

準備調査箇所
延長：11.9km

飛驒清見IC



山陰自動車道（松江玉造～宍道JCT）
さ ん い ん ま つ え た ま つ く り し ん じ

山陰自動車道
（松江玉造IC～宍道JCT）

トンネル
橋梁

事業費：約180億円
＜IC間事業費：約640億円＞

4車線化箇所
延長：3.0km

宍道JCT 宍道IC 松江玉造IC斐川IC出雲IC

優先整備区間
山陰自動車道 松江玉造IC～宍道JCT
さ んい ん ま つ え た ま つ く り し ん じ

（延長：15.7km、うち対面通行区間14.1km）

【凡例】

事業化箇所

４車線箇所

４車線化（事業中）

主な事故集中箇所

山陰自動車道（松江玉造 ～ 宍道JCT）

延 長 ： 15.7km

R４交通量 ： 約11,700台/日

死傷事故件数 ： 5 件

死傷事故率 ： 1.43 件/億台km
＜H30-R4＞

＜H30-R4＞

平
面
線
形

縦
断
線
形

上り線

下り線

構
造
図

349 348 347 346 345 344 343 342 341 340 339 338 337 336 335 334

↖
↖ 3%

↖ 3% ↙ 2.9% ↙ 1.2%
↙ 2%↖ 2.5% ↖ 3% ↙ 1.8%

↙ 3% ↙ 0.7%
↙ 2.2%

↖ 1.5%
↖ 0.4% ↖ 1.3%

↖ 2% ↙ 1.2%

R=1800

348 347 346 345 344 343 342 341 340 339 338 337 336 335 334

R=1800 R=4000 R=3000 R=3000 R=19000 R=1500 R=1400 R=7000 R=2400 R=2394 R=4000 R=1200 R=7006 R=7000 R=2000 R=2200 R=1800 R=1000 R=∞ R=2000

349

10 788
松江玉造IC

宍道湖SA宍道JCT 松江玉造TB宍道IC

≪道路構造≫

＜事故防止＞

優先整備区間
山陰自動車道

三刀屋木次IC～宍道JCT

さ んい ん

み と や き す き し ん じ

（上り線）

（下り線）

【凡例】

橋梁

トンネル

死傷事故

上記以外の事故

※○の中の数字は事故件数

事故集中箇所事故集中箇所 7



徳島自動車道

Ｅ32

徳島県

4車線化箇所
延長：4.8km

R=1000
R=700R=700

R=1000R=2000R=1000
R=2395

R=2400

R=600
R=1200

616263646566676869

R=1000
R=1200R=1200R=8000R=?R=1000

R=1200
R=1200

R=700
R=1200

R=700
R=900

R=1000
R=800

R=1000
R=1000

525354555657585960

徳島自動車道
(美馬～吉野川SAスマート）

≪道路構造≫

徳島自動車道（美馬～吉野川SAスマート）
と く し ま み ま よ し の が わ

トンネル

橋梁

平
面
線
形

縦
断
線
形

土成ＩＣ脇町ＩＣ美馬ＩＣ吉野川SA
スマートＩＣ

井川池田ＩＣ （仮称）阿波スマートIC
（事業中）

H31.3
事業化

R2.3
事業化

【凡例】

橋梁

トンネル

死傷事故

上記以外の事故

2.8％

2％

2％

2.3％
0.5％

2.4％

2.8％

2.8％
0.4％

3.5％1.3％

4％

1.7％3.4％4％

616263646566676869 525354555657585960
0.4%

2.0% 0.4%

1.9%

4.7% 1.3% 0.6% 2.0% 3.5% 1.1% 4.0% 3.4% 1.7%

4.0%

1.3% 3.5%

0.4%

2.8% 2.4% 2.3%

0.5% 2.0%

2.0%
2.8%2.9% 2.8%

徳島自動車道（美馬～吉野川SAスマート）

延 長 ： 15.8 km

R４交通量 ： 約6,300 台/日

死傷事故件数 ： 2 件

死傷事故率 ： 1.06 件/億台km
＜H30-R4＞

＜H30-R4＞

優先整備区間

徳島自動車道 藍住IC～川之江東JCT
（延長：86.2km、うち対面通行区間54.5km））

と く し ま か わ の え ひ が しあ い ず み

事業費：約260億円
＜IC間事業費：約800億円＞

構
造
図

53 466

上り線

下り線

吉野川SAスマートIC 美馬IC

吉野川SAスマート

＜事故防止＞

※○の中の数字は事故件数

（上り線）

（下り線）

【凡例】

事業化箇所

４車線箇所

４車線化（事業中）

主な事故集中箇所

事故集中箇所

8

R=∞
R=∞



松山自動車道（伊予～内子五十崎）
まつ やま い よ うち こ

松山自動車道
(伊予IC～内子五十崎IC）

徳島県

香川県

高知県
愛媛県

い か ざき

事業費：約400億円

トンネル

橋梁

≪道路構造≫

4車線化箇所
延長：1.9km

愛媛県松山自動車道（伊予～内子五十崎）

延 長 ： 24.0 km

R４交通量 ： 約11,600 台/日

渋滞回数 ： 29 件
＜H30-R4＞

（延長：42.0km、うち対面通行区間24.9km）

優先整備区間
松山自動車道
松山IC～大洲IC

まつやま

ま つ や ま お お ず

橋 トンネル 主な渋滞箇所

伊予ＩＣ

内子五十崎ＩＣ

大洲ＩＣ

中山スマートＩＣ

平
面
線
形

縦
断
線
形

構
造
図

H28.6
事業化

R2.3
事業化

H31.3
事業化

＜時間信頼性（渋滞）＞

【凡例】

事業化箇所

４車線箇所

４車線化（事業中）

主な渋滞箇所

（上り線） （下り線）

伊予IC中山スマートIC

H28.6事業化

R2.3事業化
6回 12回

下り線

上り線

167 166 164 162 161165 163 160 159 158 157 156 155 154 153 152

2.2% 3.9%

2.8%3.9%

3%

4% 0.5% 1.1%
5%

2.9%

3.9% 2%

R=1000

R=∞ R=2007

R=700

R=10000

R=800

R=700

R=700

R=900

R=1100
R=∞

R=650 R=1600 R=995

R=1000
R=∞ R=2000

R=795

R=3000 R=2000

R=800

R=1100

R=10000

9

★

≪渋滞状況≫

4車線化箇所
延長：3.4km

2.0%



東九州自動車道＜椎田道路＞

（みやこ豊津～築城）

延 長 ： 2.3 km

R４交通量 ： 約13,700 台/日

通行止時間 ： 110.6 時間/年

（災害・雪・雨）（0％・67%・29%）

東九州自動車道 ＜椎田道路＞（みやこ豊津～築城）
ひがし きゅうしゅう

苅田北九州空港ＩＣ

行橋ＩＣ

今川スマートＩＣ

みやこ豊津ＩＣ

築城ＩＣ

椎田ＩＣ

豊前ＩＣ

椎田南ＩＣ

東九州自動車道
＜椎田道路＞
（みやこ豊津IC～築城IC）

福岡県

Ｅ10

≪道路構造≫

平
面
線
形

縦
断
線
形

Ｈ31.3
事業化

構
造
図

橋

トンネル

優先整備区間

東九州自動車道＜椎田道路＞

みやこ豊津IC～築城IC
（延長：2.3km、うち対面通行区間 2.3km)

ひがしきゅうしゅう

と よ つ つ い き

し い だ

R3.3事業化
上り線

下り線

と よ つ つ い きし い だ ど う ろ

【凡例】

事業化箇所

準備調査箇所

４車線箇所

４車線化（事業中）
4車線化箇所
延長：1.2km

事業費：約70億円

（下り線）（上り線）

R3.3
事業化

R=∞ R=3500 R=3500 R=6000

R=700

R=800

R=600

R=500

R=700

24 25 26 27 28 29 30 31
↘ 0.4％ ↗ 1％ ↘ 0.4％ ↘ 0.8％ ↘ 0.6％ ↗ 0.7％

↘ 2.6％ ↗ 0.6％ ↘ 1.7％
↗ 3.6％

↗ 0.4％ ↗ 1.7％
↗ 0.8％

↘ 1.3％

↘ 2.9％
↗

0

20

40

60

24 25 26 27 28 29 30 31

みやこ豊津IC 築城IC 椎田IC

＜H30-R4＞

【凡例】

橋

トンネル

＜ＮＷの代替性確保＞
（年間通行止め）

10

準備調査箇所
延長：5.5km



東九州自動車道
(末吉財部IC～国分IC）

Ｅ78

鹿児島県

優先整備区間
東九州自動車道

末吉財部IC～国分IC
す え よ し た か ら べ こ く ぶ

ひがしきゅうしゅう

（延長：22.5km、うち対面通行区間18.0km）

（上り線）

（下り線）

国分ＩＣ 末吉財部ＩＣ隼人東ＩＣ
事業費：約520億円
＜IC間事業費：約1,330億円＞

橋

トンネル

東九州自動車道（末吉財部 ～ 国分）

延 長 ： 22.5 km

R４交通量 ： 約8,100 台/日

死傷事故件数 ： 7 件

死傷事故率 ： 2.09 件/億台km

東九州自動車道（末吉財部～国分）

平
面
線
形

縦
断
線
形

≪道路構造≫

国分PA

構
造
図

上り線

下り線

末吉財部IC国分IC

3

934 9103

＜H30-R4＞

＜H30-R4＞

≪事故状況≫

≪事故状況≫

※○の中の数字は事故件数【凡例】 橋 トンネル 死傷事故 左記以外の事故

ひがしきゅうしゅう こ く ぶす え よ し た か ら べ

＜事故防止＞

【凡例】

事業化箇所

４車線箇所

４車線化（事業中）

主な事故集中箇所

事故集中箇所

488 487 486 485 484 481483 482 479480 478 477 476 475 474 473 471472 470 469 468 467 466 465

0.4%

0.4%

0.3% 0.5%
3% 1.9%0.3%

3% 1%
4% 3%

4% 4% 3% 0.4%1.5% 3%
2.3% 1.4% 3% 1.8% 0.6%

0.6%

R=790

R=1200
R=∞

R=1500
R=∞

R=1500
R=3000

R=900

R=800

R=1200 R=3000 R=3200 R=1200

R=2000

R=1000

R=1200 R=1600 R=1000

R=∞
R=1200

R=2400
R=2000

R=2500

R=8000
R=1000

R=∞

11

4車線化箇所
延長：7.1km



西九州自動車道＜武雄佐世保道路＞（武雄南～波佐見有田）
た け お さ せ ぼ た け お み な み は さ み あ り たに しきゅ う し ゅ う

佐世保三川内IC 波佐見有田ＩＣ 武雄南ＩＣ

西九州自動車道
＜武雄佐世保道路＞
(武雄南IC～波佐見有田IC）

長崎県

佐賀県

Ｅ34

Ｅ35

事業費：約350億円

（上り線）

（下り線）

【凡例】

事業化箇所

４車線箇所

４車線化（事業中）

西九州自動車道＜武雄佐世保道路＞

（武雄南 ～ 波佐見有田）

延 長 ： 9.5 km

R４交通量 ： 約9,000 台/日

通行止時間 ： 112.5 時間/年

（災害・雪・雨）（0％・66%・34%）
＜H30-R4＞

≪道路構造≫

平
面
線
形

縦
断
線
形

構
造
図

上り線

下り線

武雄南IC波佐見有田IC

【凡例】

橋

トンネル

＜ＮＷの代替性確保＞
（年間通行止め）

橋

トンネル

優先整備区間
西九州自動車道＜武雄佐世保道路＞
武雄南IC～波佐見有田IC

た け お さ せ ぼ

た け お み な み は さ み あ り た

にしきゅ う しゅ う

（延長：9.5km、うち対面通行区間4.6km）

10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

1% 1% 1% 0.5%
2.8% 1%

2.5%

3.2% 2.3%

R=1305

R=800
R=800R=1300

R=∞

R=652

R=∞

R=745
R=750

R=800

R=900

R=800

R=700

R=800 R=1200

R=700

R=1200

R=700

R=800

R=1000

12

4車線化箇所
延長：3.0km

4車線化箇所
延長：1.6km



４車線化の個別箇所一覧（準備調査）

13

理由対策延長起終点路線名

都市計画等法的手続きが必要６．８km
ふっつ たけおか きょ なん ほ た

富津竹岡IC～鋸南保田IC
ふっつ たてやま

富津館山道路

長大トンネルの施工検討が必要１１．９km
ひ だ きよみ しら かわ ごう

飛驒清見IC～白川郷IC
とう かい ほく りく

東海北陸自動車道

施工計画検討が必要１．６km
み かた ご こ わ か さ み かた

三方五湖スマートIC～若狭三方IC
まい づる わかさ

舞鶴若狭自動車道

都市計画等法的手続きが必要５．５km
ゆく はし とよ つ

行橋IC～みやこ豊津IC
ひがしきゅうしゅう

東九州自動車道

都市計画等法的手続きが必要４．２km
うす き つ く み

臼杵IC～津久見IC
ひがしきゅうしゅう

東九州自動車道



国道127号
特殊通行規制区間

（波浪により危険が予想される場合）

127

富津館山道路

国道127号
事前通行規制区間（連続雨量200mm）

国道127号
事前通行規制区間（連続雨量200mm）

127

千葉県

富津館山道路
（富津竹岡IC～鋸南保田IC）

富浦富津竹岡

優先整備区間
富津館山道路

富津竹岡IC～富浦IC
(延長：19.2km、うち対面通行区間 14.1km)

下り線

上り線

富津竹岡IC 鋸南富山IC

≪道路構造と
事故発生箇所≫

平面線形

縦断勾配

R＝1100

R＝750R＝700
R＝2000

R＝∞
R＝∞

R＝3000

R＝4500
R＝∞

R＝850

R＝2400 R＝3800 R＝1305

R＝2000 R＝800

R＝800

R＝∞
R＝∞

R＝3000
R＝∞

富津竹岡IC 富津金谷IC 富浦IC鋸南保田IC 鋸南富山IC
道の駅
富楽里とみやま 橋梁

トンネル

鋸南富山
鋸南保田

H31.3事業化、3.4km

富津金谷

千葉県

：トンネル

【凡例：Ｈ30～Ｒ4】

：橋

★ ：主な渋滞箇所

★ ★★121回 86回 31回★ 3回 ★ 1回

★ 2回

★4回

★ 12回

【凡例】
準備調査箇所
４車線箇所
４車線化（事業中）
事前通行規制がある並行現道
事前通行規制範囲

富津金谷IC

ふ っ つ た て や ま

ふ っ つ た け お か と み う ら

14

ふ っ つ た て や ま ど う ろ き ょ な ん ほ たふ っ つ た け お か

富津館山道路（富津竹岡～鋸南保田） ＜時間信頼性（渋滞）＞

準備調査箇所
延長：6.8㎞

E14

鋸南保田IC
★ 1回

富津館山道路（富津竹岡～富津金谷）

延 長 ： 4.1km

Ｒ４交通量 ： 約13,100台/日

渋滞回数 ： 140回
＜H30-R4＞

富津館山道路（富津金谷～鋸南保田）

延 長 ： 3.7km

Ｒ４交通量 ： 約12,400台/日

渋滞回数 ： 118回
＜H30-R4＞



飛騨清見ＩＣ

二本木ＴＮ 池本ＴＮ

ミボロＴＮ

東俣ＴＮ 江黒ＴＮ いら谷ＴＮ 保ＴＮ

飛騨河合ＰＡスマートＩＣ

飛騨河合ＰＡ

飛騨ＴＮ

白川郷ＩＣ

飛騨ＴＮ 大牧ＴＮ

飛騨白川ＰＡ

飛騨白川ＰＡ

付加車線

付加車線

トンネル
橋梁

E41

飛驒河合ＰＡ

城端ＳＡ・スマート

N

富山県

岐阜県

東海北陸自動車道（飛驒清見～白川郷）
と う か い ほ く り く ひ だ き よ み

東海北陸自動車道（飛驒清見～白川郷）

延 長 ： 24.9km

R４交通量 ： 約7,100台/日

渋滞回数 ： 4.6回/年

優先整備区間

東海北陸自動車道

飛驒清見IC～南砺スマートIC
ひ だ き よ み な ん と

と う かい ほ く り く

岐阜県

東海北陸自動車道
（飛驒清見IC～白川郷IC）

し ら か わ ご う

飛驒清見

準備調査箇所
延長：11.9km

↘ 1.8％

↘ 1％

↘ 2％ ↗ 0.3％ ↘ 2％ ↗ 0.3％ ↘ 2％ ↘ 1％ ↘ 2％

118 119 120 121 122 123 124 125 126 127 128 129 130 131 132 133 134 135 136 137 138

R=2500
R=2500

R=2195 R=2195
R=2200

R=1000

R=1030
R=∞

R=1400

R=1400

R=1000
R=2000

R=1030

R=1150
R=∞ R=9970 R=∞ R=3200 R=∞

↗ 2.9％ ↗ 2.9％

↗ 2.9％

↗ 2.9％

↗ 2.9％

↘ 1.1％

138 139 140 141 142 143

R=1500

R=1100

R=800

138 139 140 141 142 143 144

↘2％↘1％↘2％ ↘2％↘1.8％

↘1％

↘2％ ↗0.3％

↗0.3％
↗2.9％

↗2.9％ ↘1.1％

R=800

R=1100

R=1500
R=∞

R=3200

R=∞

R=9970

R=∞

R=1150

R=1030

R=2000
R=1000

R=1400

R=1400

R=∞

R=1030

R=1000

R=2200

R=2195

R=2500

IC分流

トンネル＋上り勾配PA分合流＋上り勾配

大牧TN

飛騨河合PA 白川郷IC飛驒清見IC

5回

5回

4回 2回

137 138 139 140 141 142 143131 132 133 134 135 136

＜時間信頼性（渋滞）＞

白川郷IC

飛驒河合ＰＡ

飛驒清見IC

【凡例】

橋

トンネル

主な渋滞箇所

ボトルネック要因

平
面
線
形

縦
断
線
形

構
造
図

≪道路構造≫

下→

上←

15

（延長：64.1km、うち対面通行区間区間47.1km）

４車線化箇所
延長：4.3km

【凡例】

事業化箇所

準備調査候補箇所

４車線箇所

４車線化（事業中）

主な事故集中箇所



小浜IC 若狭上中
IC

三方五湖
スマートIC 若狭三方IC

舞鶴西ＩＣ 舞鶴東ＩＣ 大飯高浜IC 小浜西IC

舞鶴若狭自動車道 （三方五湖スマート～若狭三方）
ま い づ る わ か さ

優先整備区間

舞鶴東IC～若狭上中IC
（延長：45.4km、うち対面通行区間26.3km）

優先整備区間

三方五湖スマートIC～若狭三方IC
（延長：2.2km、うち対面通行区間1.6km）

舞鶴若狭自動車道
（三方五湖スマートIC ～若狭三方IC ）

京都府

滋賀県

敦賀
JCT

敦賀南
スマート

R2事業化
延長：3.6km

わ か さ か み な かまいづるひがし わ か さ み か たみ か た ご こ

E27

小浜西

【凡例】

準備調査箇所

４車線箇所

4車線化（事業中）

主な事故集中箇所

H31事業化
延長：7.8km

4車線化事業中

Ｈ31事業化
延長：4.1km

R4車線化
延長：7.6km

Ｈ31.3事業化 Ｈ31.3事業化

Ｒ2.3事業化

み か た ご こ わ か さ み か た

4車線化事業中

舞鶴若狭自動車道

(三方五湖スマート～若狭三方)

延 長 ： 2.2km

Ｒ４交通量 ： 約7,100台/日

死傷事故率 ： 6.9件/億台km

Ｒ4.3事業化

R=2000

R=2800
R=1600

0.5%
2.5%

0.9%
3.5%

2.0% 2.0%トンネル
橋梁
死傷事故
死傷事故以外

1件
2件

＜H30-R4＞

準備調査箇所
延長：1.6km

＜事故防止＞

≪道路構造≫
平
面
線
形

縦
断
線
形

構
造
図

16

福井県



苅田北九州空港ＩＣ

行橋ＩＣ

今川スマートＩＣ

みやこ豊津ＩＣ

築城ＩＣ

椎田ＩＣ

豊前ＩＣ

椎田南ＩＣ

福岡県

Ｅ10

Ｈ31.3
事業化

優先整備区間

東九州自動車道

行橋IC～みやこ豊津IC
(延長：7.4km、うち対面通行区間 5.5km)

ひがしきゅうしゅう

と よ つ

橋

トンネル

ゆ く は し

準備調査箇所
延長：5.5km

東九州自動車道（行橋～みやこ豊津）
ひがし きゅうしゅう と よ つゆ く は し

東九州自動車道
（行橋IC～みやこ豊津IC）

R3.3
事業化

＜ＮＷの代替性確保＞
（年間通行止め）

東九州自動車道（今川スマート～みやこ豊津）

延 長 ： 5.1 km

R４交通量 ： 約11,700 台/日

通行止時間 ： 110.6 時間/年

（災害・雪・雨）（0％・67%・25%）
＜H30-R4＞

東九州自動車道（行橋～今川スマート）

延 長 ： 2.3 km

R４交通量 ： 約12,400 台/日

通行止時間 ： 110.6 時間/年

（災害・雪・雨）（0％・67%・25%）
＜H30-R4＞

【凡例】 橋 トンネル

平
面
線
形

縦
断
線
形

行橋IC 今川PA・スマートIC みやこ豊津IC 17

4車線化箇所
延長：1.2km

【凡例】

事業化箇所

準備調査箇所

４車線箇所

４車線化（事業中）



大分宮河内ＩＣ

臼杵ＩＣ

津久見ＩＣ

佐伯ＩＣ

R3.3
事業化

H31.3
事業化

大分県

（上り線） （下り線）

平
面
線
形

縦
断
線
形

東九州自動車道
（臼杵IC～津久見IC）

【凡例】

準備調査箇所

４車線箇所

４車線化（事業中）

主な事故集中箇所

東九州自動車道（臼杵～津久見）
ひがしきゅうしゅう つ く みう す き

R=4000

R=6000

R=4500
R=4500

R=7000
R=2000

R=2400
R=1800 R=∞ R=3000

154 155 156 157 158 159 160

R=3000 R=4600 R=4600
R=3000

161 162

3％ ↗ 3％ ↗ 3％ ↘ 2.2％

154 155 156 157 158 159 160

↘ 1.1％

160 161 162

構
造
図上り線

下り線

臼杵IC 津久見IC

R4.3
事業化

準備調査箇所
延長：4.2km

※○の中の数字は事故件数

≪事故状況≫

（延長：34.0km、うち対面通行区間23.4km）

優先整備区間
東九州自動車道

大分宮河内IC～佐伯IC
お お い た み や こ う ち さ い き

ひがしきゅうしゅう

東九州自動車道（臼杵 ～ 津久見）

延 長 ： 7.0 km

R４交通量 ： 約10,100 台/日

死傷事故件数 ： 5 件

死傷事故率 ： 3.71 件/億台km
＜H30-R4＞

＜H30-R4＞

≪道路構造≫

【凡例】

橋

トンネル

死傷事故

左記以外の事故

4

橋

トンネル

＜事故防止＞

※臼杵IC側の擦り付け位置については別途検討が必要

事故集中箇所 18



R6.3
４車線化候補箇所の
選定の考え方（案）

R4.3
４車線化候補箇所の
選定の考え方

R3.3
４車線化候補箇所
の選定の考え方

R2.3
４車線化候補箇所
の選定の考え方

R1.9
優先整備区間の選定

渋滞多発区間渋滞多発区間渋滞多発区間渋滞多発区間
25%以上速度低下
区間延長[km]

時間信頼性の
確保の観点

渋滞回数[回/年]

死傷事故件数[件/年]
事故防止の
観点

死傷事故率[件/億台km]

●過去５年において年間通行止
め時間が平均100時間/年以
上かつ平均交通量が約10,000
台/日以上

●積雪地かつ最急勾配４％
より大きい区間のうち、過去
５年間の平均累積降雪量が
50㎝/年以上

●積雪地かつ最急勾配４％
より大きい区間のうち、過去
５年間に立ち往生実績が
ある箇所

年間通行止め時間[時間/年]

ネットワークの
代替性確保
の観点

積雪地かつ最急勾配が
４％より大きい

●トンネルインバート設置
工事等により長期通行規制が
必要となる箇所

●トンネルインバート設置
工事により長期通行規制が
必要となる箇所特定更新等工事

●並行現道において、
事前通行規制がある区間

●並行現道において、
過去５年間に事前通行規制
の実績がある区間

●本線又は並行現道において、
雪による立ち往生実績がある
箇所

●並行現道において、
過去５年間に雪による立ち
往生実績がある箇所

並行現道における課題

●雪による立ち往生の実績
がある区間

●本線が被災した区間
直近の災害等を踏まえ
た選定

過去５年において渋滞回数が
平均１０回／年以上

優先整備区間の選定及び４車線化候補箇所の選定の考え方

※交通量5,000台/日未満除く

・雨量等事前通行規制
・積雪地かつ最急勾配5%以上

※該当区間のうち、福島県の復興・再生のため、
特に機能強化が必要とされる常磐道（広野～浪江）
より選定

500m区間で、過去５年において
事故件数が平均３回／年以上

500m区間で、過去５年において
事故件数が平均３回／年以上または、
事故件数が平均２回／年以上かつ
死傷事故が複数回発生

500m区間で、過去５年において
事故件数が平均１回／年以上のうち
構造上、事故が発生しやすい箇所

過去５年において渋滞回数が
平均３回／年以上

過去５年において渋滞回数が
平均２回／年以上

※覆工ひび割れ及び路面隆起等の変状が
認されている区間より選定

※工事によるものは除く

事故集中区間 事故集中区間事故集中区間

過去５年において渋滞回数が
平均３回／年以上

500m区間で、過去５年において
事故件数が平均１回／年以上かつ

死傷事故が発生
または、過去５年において死傷事故率

が平均の２．５倍以上

事故集中・発生区間
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